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◀�今年は二十歳の集
いの実行委員長と
してメンバーをま
とめ上げました。

▶▶ �6 年前の広報みよ�6 年前の広報みよ
しし（2018 年５月（2018 年５月
号）で交通安全広号）で交通安全広
報大使を務めた松報大使を務めた松
村さん（左）村さん（左）

➊➋➎➊➋➎➒➒は前日のリハーサルの写真 /は前日のリハーサルの写真 /➌➍➏➐➑➌➍➏➐➑は当日の 20歳の集いの写真は当日の 20歳の集いの写真

➒➒ ➊➊

➋➋

➌➌➍➍➎➎

➏➏

➐➐
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委
員
長

委
員
長

松
村
松
村  

成成

私の母からの教えである「自私の母からの教えである「自
分の能力を周りの人のために分の能力を周りの人のために
使う」を実行していきたいで使う」を実行していきたいで
す。少しでも社会のためにです。少しでも社会のためにで
きることを探求し、貢献でききることを探求し、貢献でき
るような人間になり、社会でるような人間になり、社会で
活躍したいと思います。活躍したいと思います。

大人として自立し、視野を広大人として自立し、視野を広
く持てるような人間になりたく持てるような人間になりた
いです。そのために、二十歳いです。そのために、二十歳
という節目の年はたくさんのという節目の年はたくさんの
経験を積みながら多くのこと経験を積みながら多くのこと
を学び、たくさんの人に出会を学び、たくさんの人に出会
い刺激を受けたいです。い刺激を受けたいです。

多くのことにチャレンジしてい多くのことにチャレンジしてい
きたいと思います。チャレンきたいと思います。チャレン
ジするためには健康が伴わなジするためには健康が伴わな
いと何もできないと思うので、いと何もできないと思うので、
健康第一に考え、その上でた健康第一に考え、その上でた
くさんのことに貪欲にチャレンくさんのことに貪欲にチャレン
ジしていきます。ジしていきます。

ここまで支えてきてくれた、ここまで支えてきてくれた、
育ててきてくれた、たくさんの育ててきてくれた、たくさんの
人たちに感謝の気持ちを伝え人たちに感謝の気持ちを伝え
たいです。たくさんの人からたいです。たくさんの人から
感謝されるような行動や発言感謝されるような行動や発言
ができるような素敵な大人にができるような素敵な大人に
なります。なります。

今まで育ててもらった両親今まで育ててもらった両親
や支えてくれた皆さまに感謝や支えてくれた皆さまに感謝
し、これから人の役に立てし、これから人の役に立て
るように頑張ります。これまるように頑張ります。これま
で出会った人たちの縁が何で出会った人たちの縁が何
かの縁で繋がっていることかの縁で繋がっていること
を胸に次へ進んでいきます。を胸に次へ進んでいきます。 

今現在、教員になるという夢今現在、教員になるという夢
に向け、勉強や大好きな音楽に向け、勉強や大好きな音楽
の練習を頑張っています。この練習を頑張っています。こ
れからは人との縁を大切にれからは人との縁を大切に
し、家族や友人への感謝の気し、家族や友人への感謝の気
持ちを忘れずに日々過ごして持ちを忘れずに日々過ごして
いきたいです。いきたいです。

学ぶ姿勢を忘れずに大切にし学ぶ姿勢を忘れずに大切にし
ていきます。４月から社会人ていきます。４月から社会人
になり、学生と同じくたくさんになり、学生と同じくたくさん
のことを新たに学ぶ機会が生のことを新たに学ぶ機会が生
まれます。自発的に学び、必まれます。自発的に学び、必
要とされる「人材」を目指し要とされる「人材」を目指し
て頑張っていきます。て頑張っていきます。

今年はアジア体操祭に参加し今年はアジア体操祭に参加し
ます。この経験が将来の分岐ます。この経験が将来の分岐
点といえるよう、様々なもの点といえるよう、様々なもの
に触れ、感じ、視野を広げてに触れ、感じ、視野を広げて
いきます。1つ1つの縁に感いきます。1つ1つの縁に感
謝し、常に挑戦する20 歳に謝し、常に挑戦する20 歳に
したいです。したいです。

人との縁を大事にしていきま人との縁を大事にしていきま
す。私を育ててくれた家族、す。私を育ててくれた家族、
どんな時にも一緒にいてくれどんな時にも一緒にいてくれ
る友人のおかげで今の自分がる友人のおかげで今の自分が
います。感謝の気持ちを忘れいます。感謝の気持ちを忘れ
ずに、誰かのために行動できずに、誰かのために行動でき
る人間になりたいです。る人間になりたいです。
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メンバー紹介　
　　＆

二十歳の目標

三芳中学校卒業

三芳東中学校卒業

藤久保中学校卒業
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